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    第一章


    
      1神かみの御心みこころによりてキリスト・イエスの使徒しととなれるパウロ及および兄弟きゃうだいテモテ、 2書ふみをコロサイに居をる聖徒せいと、キリストにありて忠實ちゅうじつなる兄弟きゃうだいに贈おくる。願ねがはくは我われらの父ちちなる神かみより賜たまふ恩惠めぐみと平安へいあんと汝なんぢらに在あらんことを。
    


    
      3我われらは常つねに汝なんぢらの爲ために祈いのりて、我われらの主しゅイエス・キリストの父ちちなる神かみに感謝かんしゃす。 4これキリスト・イエスを信しんずる汝なんぢらの信仰しんかうと、凡すべての聖徒せいとに對たいする汝なんぢらの愛あいとにつきて聞ききたればなり。 5かく聖徒せいとを愛あいするは、汝なんぢらの爲ために天てんに蓄たくはへあるものを望のぞむに因よる。この望のぞみのことは汝なんぢらに及およべる福音ふくいんの眞まことの言ことばによりて汝なんぢらが曾かつて聞ききし所ところなり。 6この福音ふくいんは全世界ぜんせかいにも及および、果みを結むすびて増々ますます大おほいになれり。汝なんぢらが神かみの恩惠めぐみをききて眞まことに之これを知しりし日ひより、汝なんぢらの中うちに然しかりしが如ごとし。 7汝なんぢらが、我われらと共ともに僕しもべたる愛あいするエパフラスより學まなびたるは、この福音ふくいんなり。彼かれは汝なんぢらの爲ためにキリストの忠實まめやかなる役者えきしゃにして、 8汝なんぢらが御靈みたまによりて懷いだける愛あいを我われらに告つげたり。
    


    
      9この故ゆゑに我われらこの事ことを聞ききし日ひより、汝なんぢ等らのために絶たえず祈いのりかつ求もとむるは、汝なんぢら靈れいのもろもろの知慧ちゑと穎悟さとりとをもて神かみの御意みこころを具つぶさに知しり、 10凡すべてのこと主しゅを悦よろこばせんが爲ために、その御意みこころに從したがひて歩あゆみ、凡すべての善よき業わざによりて果みを結むすび、いよいよ神かみを知しり、 11また神かみの榮光えいくわうの勢威いきほひに隨したがひて賜たまふもろもろの力ちからによりて強つよくなり、凡すべての事ことよろこびて忍しのび、かつ耐たへ、 12而しかして我われらを光ひかりにある聖徒せいとの嗣業しげふに與あづかるに足たる者ものとし給たまひし父ちちに感謝かんしゃせん事ことなり。 13父ちちは我われらを暗黒くらきの權威けんゐより救すくひ出いだして、その愛いつくしみ給たまふ御子みこの國くにに遷うつしたまへり。 14我われらは御子みこに在ありて贖罪あがなひすなはち罪つみの赦ゆるしを得うるなり。 15彼かれは見み得うべからざる神かみの像かたちにして、萬よろづの造つくられし物ものの先さきに生うまれ給たまへる者ものなり。 16萬よろづの物ものは彼かれによりて造つくらる、天てんに在あるもの、地ちに在あるもの、見みゆるもの、見みえぬもの、或あるひは位くらゐ、あるひは支配しはい、あるひは政治まつりごと、あるひは權威けんゐ、みな彼かれによりて造つくられ、彼かれのために造つくられたればなり。 17彼かれは萬よろづの物ものより先さきにあり、萬よろづの物ものは彼かれによりて保たもつことを得うるなり。 18而しかして彼かれはその體からだなる教會けうくわいの首かしらなり、彼かれは始はじめにして死人しにんの中うちより最先いやさきに生うまれ給たまひし者ものなり。これ凡すべての事ことに就つきて長をさとならん爲ためなり。 19神かみは凡すべての滿みち足たれる徳とくを彼かれに宿やどして、 20その十字架じふじかの血ちによりて平和へいわをなし、或あるひは地ちにあるもの、或あるひは天てんにあるもの、萬よろづの物ものをして己おのれと和やはらがしむるを善よしとし給たまひたればなり。 21汝なんぢ等らもとは惡あしき業わざを行おこなひて神かみに遠とほざかり、心こころにて其その敵てきとなりしが、 22今いまは神かみキリストの肉にくの體からだをもて、其その死しにより汝なんぢ等らをして己おのれと和やはらがしめ、潔きよく瑕きずなく責せむべき所ところなくして、己おのれの前まへに立たたしめんし給たまふなり。 23汝なんぢ等らもし信仰しんかうに止とどまり、之これに基もとづきて堅かたく立たち、福音ふくいんの望のぞみより移うつらずば、斯かくせらるることを得うべし。此この福音ふくいんは汝なんぢらの聞ききし所ところ、また天あめの下したなる凡すべての造つくられし物ものに宣傳のべつたへられたるものにして、我われパウロはその役者えきしゃとなれり。
    


    
      24われ今いまなんぢらの爲ために受うくる苦難くるしみを喜よろこび、又またキリストの體からだなる教會けうくわいのために、我わが身みをもてキリストの患難なやみの缺かけたるを補おぎなふ。 25われ神かみより汝なんぢ等らのために與あたへられたる職つとめに隨したがひて教會けうくわいの役者えきしゃとなれり。 26これ神かみの言ことば、すなはち歴世よよ歴代よよかくれて、今いま神かみの聖徒せいとに顯あらはれたる奧義おくぎを宣傳のべつたへんとてなり。 27神かみは聖徒せいとをして異邦人いはうじんの中うちなるこの奧義おくぎの榮光えいくわうの富とみの如何いかばかりなるかを知しらしめんと欲ほっし給たまへり、此この奧義おくぎは汝なんぢらの中うちに在いますキリストにして榮光えいくわうの望のぞみなり。 28我われらは此このキリストを傳つたへ、知慧ちゑを盡つくして凡すべての人ひとを訓戒くんかいし、凡すべての人ひとを教をしふ。これ凡すべての人ひとをしてキリストに在あり、全まったくなりて神かみの前まへに立たつことを得えしめん爲ためなり。 29われ之これがために我わが衷うちに能力ちからをもて働はたらき給たまふものの活動はたらきにしたがひ、力ちからを盡つくして勞らうするなり。
    

  


  


  
    第二章


    
      1我われなんぢら及およびラオデキヤに居をる人々ひとびと、その他ほかすべて我わが肉體にくたいの顏かほをまだ見みぬ人ひとのために、如何いかに苦心くしんするかを汝なんぢらの知しらんことを欲ほっす。 2かく苦心くしんするは、彼かれらが心こころ慰なぐさめられ、愛あいをもて相あひ列つらなり、全まったき穎悟さとりの凡すべての富とみを得えて、神かみの奧義おくぎなるキリストを知しらん爲ためなり。 3キリストには知慧ちゑと知識ちしきとの凡すべての寶たから藏かくれあり。 4我われこれを言いふは、巧たくみなる言ことばをもて人ひとの汝なんぢらを欺あざむくこと勿なからん爲ためなり。 5われ肉體にくたいにては汝なんぢらと離はなれ居をれど、靈れいにては汝なんぢらと偕ともに居をりて喜よろこび、また汝なんぢらの秩序ちつじょあるとキリストに對たいする信仰しんかうの堅かたきとを見みるなり。
    


    
      6汝なんぢらキリスト・イエスを主しゅとして受うけたるにより、其そのごとく彼かれに在ありて歩あゆめ。 7また彼かれに根ねざしてその上うへに建たてられ、かつ教をしへられし如ごとく信仰しんかうを堅かたくし、溢あふるるばかり感謝かんしゃせよ。
    


    
      8なんぢら心こころすべし、恐おそらくはキリストに從したがはずして人ひとの言傳いひつたへと世よの小學せうがくとに從したがひ、人ひとを惑まどはす虚むなしき哲學てつがくをもて汝なんぢらを奪うばひ去さる者ものあらん。 9それ神かみの滿みち足たれる徳とくはことごとく形體かたちをなしてキリストに宿やどれり。 10汝なんぢらは彼かれに在ありて滿みち足たれるなり。彼かれは凡すべての政治まつりごとと權威けんゐとの首かしらなり。 11汝なんぢらまた彼かれに在ありて手てをもてせざる割禮かつれいを受うけたり、即すなはち肉にくの體からだを脱ぬぎ去さるものにして、キリストの割禮かつれいなり。 12汝なんぢらバプテスマを受うけしとき、彼かれとともに葬はうむられ、又またかれを死人しにんの中うちより甦よみがへらせ給たまひし神かみの活動はたらきを信しんずるによりて、彼かれと共ともに甦よみがへらせられたり。 13汝なんぢら前さきには諸般もろもろの咎とがと肉にくの割禮かつれいなきとに因よりて死しにたる者ものなりしが、神かみは汝なんぢらを彼かれと共ともに生いかし、我われらの凡すべての咎とがを赦ゆるし、 14かつ我われらを責せむる規のりの證書しょうしょ、すなはち我われらに逆さからふ證書しょうしょを塗抹ぬりけし、これを中間ちゅうかんより取とり去さりて十字架じふじかにつけ、 15政治まつりごとと權威けんゐとを褫はぎて之これを公然おほやけに示しめし、十字架じふじかによりて凱旋がいせんし給たまへり。
    


    
      16然されば汝なんぢら食物くひものあるひは飮物のみものにつき、祭まつりあるいは月朔ついたちあるいは安息あんそく日にちの事ことにつきて、誰たれにも審さばかるな。 17此これ等らはみな來きたらんとする者ものの影かげにして、其その本體ほんたいはキリストに屬つけり。 18殊更ことさらに謙遜けんそんをよそほひ御使みつかひを拜はいする者ものに、汝なんぢらの褒美はうびを奪うばはるな。かかる者ものは見みし所ところのものに基もとづき、肉にくの念おもひに隨したがひて徒いたづらに誇ほこり、 19首かしらに屬つくことをせざるなり。全體ぜんたいは、この首かしらによりて節々ふしぶし維々すぢすぢに助たすけられ、相あひ聯つらなり、神かみの育そだてにて生長せいちゃうするなり。
    


    
      20汝なんぢ等らもしキリストと共ともに死しにて此この世よの小學せうがくを離はなれしならば、何なにぞなほ世よに生いける者もののごとく人ひとの誡命いましめと教をしへとに循したがひて 21『捫さはるな、味あじはふな、觸ふるな』と云いふ規のりの下したに在あるか。 22（此これ等らはみな用もちふれば盡つくる物ものなり） 23これらの誡命いましめは、みづから定さだめたる禮拜れいはいと謙遜けんそんと身みを惜をしまぬ事こととによりて知慧ちゑあるごとく見みゆれど、實じつは肉にく慾よくの放縱ほしいままを防ふせぐ力ちからなし。
    

  


  


  
    第三章


    
      1汝なんぢ等らもしキリストと共ともに甦よみがへらせられしならば、上うへにあるものを求もとめよ、キリスト彼處かしこに在ありて神かみの右みぎに坐ざし給たまふなり。 2汝なんぢら上うへにあるものを念おもひ、地ちに在あるものを念おもふな、 3汝なんぢらは死しにたる者ものにして、其その生命いのちはキリストとともに神かみの中うちに隱かくれ在あればなり。 4我われらの生命いのちなるキリストの現あらはれ給たまふとき、汝なんぢらも之これとともに榮光えいくわうのうちに現あらはれん。
    


    
      5されば地ちにある肢體したい、すなはち淫行いんかう・汚穢けがれ・情じゃう慾よく・惡あく慾よく・また慳貪むさぼりを殺ころせ、慳貪むさぼりは偶像ぐうざう崇拜すうはいなり。 6神かみの怒いかりは、これらの事ことによりて不ふ從順じゅうじゅんの子こらに來きたるなり。 7汝なんぢらもかかる人ひとの中なかに日ひを送おくりし時ときは、これらの惡あしき事ことに歩あゆめり。 8されど今いまは凡すべて此これ等らのこと及および怒いかり・憤恚いきどほり・惡意あくいを棄すて、譏そしりと恥はづべき言ことばとを汝なんぢらの口くちより棄すてよ。 9互たがひに虚言いつはりをいふな、汝なんぢらは既すでに舊ふるき人ひととその行爲おこなひとを脱ぬぎて、 10新あたらしき人ひとを著きたればなり。この新あたらしき人ひとは、これを造つくり給たまひしものの像かたちに循したがひ、いよいよ新あらたになりて知識ちしきに至いたるなり。 11かくてギリシヤ人びととユダヤ人びと、割禮かつれいと無む割禮かつれい、あるひは夷狄えびす、スクテヤ人びと・奴隷どれい・自主じしゅの別わかれある事ことなし、それキリストは萬よろづの物ものなり、萬よろづのものの中うちにあり。
    


    
      12この故ゆゑに汝なんぢらは神かみの選民せんみんにして聖せいなる者ものまた愛あいせらるる者ものなれば、慈悲じひの心こころ・仁慈なさけ・謙遜けんそん・柔和にうわ・寛容くわんようを著きよ。 13また互たがひに忍しのびあひ、若もし人ひとに責せむべき事ことあらば互たがひに恕ゆるせ、主しゅの汝なんぢらを恕ゆるし給たまへる如ごとく汝なんぢらも然しかすべし。 14凡すべて此これ等らのものの上うへに愛あいを加くはへよ、愛あいは徳とくを全まったうする帶おびなり。 15キリストの平和へいわをして汝なんぢらの心こころを掌つかさどらしめよ、汝なんぢらの召めされて一體いったいとなりたるはこれが爲ためなり、汝なんぢら感謝かんしゃの心こころを懷いだけ。 16キリストの言ことばをして豐ゆたかに汝なんぢらの衷うちに住すましめ、凡すべての知慧ちゑによりて、詩しと讃美さんびと靈れいの歌うたとをもて、互たがひに教をしへ互たがひに訓戒くんかいし、恩惠めぐみに感かんじて心こころのうちに神かみを讃美さんびせよ。 17また爲なす所ところの凡すべての事こと、あるひは言ことばあるひは行爲おこなひ、みな主しゅイエスの名なに頼よりて爲なし、彼かれによりて父ちちなる神かみに感謝かんしゃせよ。
    


    
      18妻つまたる者ものよ、その夫をっとに服したがへ、これ主しゅにある者もののなすべき事ことなり。 19夫をっとたる者ものよ、その妻つまを愛あいせよ、苦にがきをもて之これを待あしらふな。 20子こたる者ものよ、凡すべての事ことみな兩親ふたおやに順したがへ、これ主しゅの喜よろこびたまふ所ところなり。 21父ちちたる者ものよ、汝なんぢらの子供こどもを怒いからすな、或あるひは落膽きおちすることあらん。 22僕しもべたる者ものよ、凡すべての事ことみな肉にくにつける主人しゅじんにしたがへ、人ひとを喜よろこばする者ものの如ごとく、ただ眼めの前まへの事ことのみを勤つとめず、主しゅを畏おそれ、眞心まごころをもて從したがへ。 23汝なんぢら何事なにごとをなすにも人ひとに事つかふる如ごとくせず、主しゅに事つかふる如ごとく心こころより行おこなへ。 24汝なんぢらは主しゅより報むくいとして嗣業しげふを受うくることを知しればなり。汝なんぢらは主しゅキリストに事つかふる者ものなり。 25不義ふぎを行おこなふ者ものはその不義ふぎの報むくいを受うけん、主しゅは偏かたより視み給たまふことなし。
    

  


  


  
    第四章


    
      1主人しゅじんたる者ものよ、汝なんぢらも天てんに主しゅあるを知しれば、義ぎと公平こうへいとをもて其その僕しもべをあしらへ。
    


    
      2汝なんぢら感謝かんしゃしつつ目めを覺さまして祈いのりを常つねにせよ。 3また我われらの爲ためにも祈いのりて、神かみの我われらに御言みことばを傳つたふる門もんをひらき、我等われらをしてキリストの奧義おくぎを語かたらしめ、 4之これを我わが語かたるべき如ごとく顯あらはさせ給たまはんことを願ねがへ、我われはこの奧義おくぎのために繋つながれたり。 5なんぢら機をりをうかがひ、外そとの人ひとに對たいし知慧ちゑをもて行おこなへ。 6汝なんぢらの言ことばは常つねに惠めぐみを用もちひ、鹽しほにて味あぢつけよ。然さらば如何いかにして各人おのおのに答こたふべきかを知しらん。
    


    
      7愛あいする兄弟きゃうだい、忠實まめやかなる役者えきしゃ、主しゅにありて我われとともに僕しもべたるテキコ、我わがことを具つぶさに汝なんぢらに知しらせん。 8われ殊ことに彼かれを汝なんぢらに遣つかはすは、我われらの事ことを知しらしめ、又またなんぢらの心こころを慰なぐさめしめん爲ためなり。 9汝なんぢらの中うちの一人ひとり、忠實まめやかなる愛あいする兄弟きゃうだいオネシモを彼かれと共ともにつかはす、彼かれ等らこの處ところの事ことを具つぶさに汝なんぢらに知しらせん。
    


    
      10我われと共ともに囚人めしうどとなれるアリスタルコ及およびバルナバの從弟いとこなるマルコ、汝なんぢらに安否あんぴを問とふ。此このマルコに就つきては汝なんぢら既すでに命めいを受うけたり、彼かれもし汝なんぢらに到いたらば之これを接うけよ。 11またユストと云いへるイエス汝なんぢらに安否あんぴを問とふ。割禮かつれいの者ものの中うちただ此この三人さんにんのみ、神かみの國くにのために働はたらく我わが同勞者どうらうしゃにして我わが慰安なぐさめとなりたる者ものなり。 12汝なんぢらの中うちの一人ひとりにてキリスト・イエスの僕しもべなるエパフラス汝なんぢらに安否あんぴを問とふ。彼かれは常つねに汝なんぢらの爲ために力ちからを盡つくして祈いのりをなし、汝なんぢらが全まったくなり、凡すべて神かみの御意みこころを確信かくしんして立たたんことを願ねがふ。 13我われかれが汝なんぢらとラオデキヤ及およびヒエラポリスに在ある者ものとの爲ために甚いたく心こころを勞らうすることを證あかしす。 14愛あいする醫者いしゃルカ及およびデマス汝なんぢらに安否あんぴを問とふ。 15汝なんぢらラオデキヤにある兄弟きゃうだいとヌンパ及およびその家いへにある教會けうくわいとに安否あんぴを問とへ。 16この書ふみを汝なんぢらの中うちにて讀よみたらば、之これをラオデキヤ人ひとの教會けうくわいにも讀よませ、汝なんぢ等らはまたラオデキヤより來きたる書ふみを讀よめ。 17アルキポに言いへ『主しゅにありて受うけし職つとめを愼つつしみて盡つくせ』と。
    


    
      18我われパウロ手てづから安否あんぴを問とふ。わが縲絏なはめを記憶きおくせよ。願ねがはくは御惠みめぐみなんぢらと偕ともに在あらんことを。
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